
２０２２年  ２月  ６日  ≪ 誕 生 祝 福 式 ≫ 

 主 日 礼 拝 

 ①８:30am ②10:30 ③1:30pm ④7:00 

 司  会        ②白川 達男兄 

奏  楽 

祈  祷        ②寺澤 政枝姉 

賛  美  聖歌５００番  ～山を見れば感謝～ 

パウロの祈り➀ 

 

聖書朗読  サムエル記下６章１～１１節 

特別賛美  レーナ・マリヤ 

メッセージ  「主の前で力の限り踊ったダビデ」 

石井 潤 牧師 

 

献  金  聖歌４７４番 ～明日はどんな日か～ 

祝  祷 

お知らせ  〔司会者〕 

賛  美  ～喜びがある～ 
 

☆礼拝にお越しくださった皆様を心よりご歓迎いたします！☆ 
《今週のお知らせ》 

★本日も礼拝の恵みを感謝します。今週も主の守りと助けをお祈り致します！ 

☆今週の祈り会：○早天祈祷会：明朝６時～。◎祈祷会：木曜午前１０時半～ 

夜７時半～（大和の祈祷会映像に参加）○準備祈祷会：土曜夜８時～。 

★来週の日曜礼拝では聖餐式を行います。〈司：白川達男兄／祈：石井秀人兄〉。 

◎今後の主な予定：卒業祝福式３／６・２０（日）、信徒懇談会３／２７（日） 
   

 

☆一年に一回聖書を完読できる！Bible Reading Plan 〔２/６－/１３〕 

Date 日 月 火 水 木 金 土 日 

旧約 出エジプト記31-32 33-34 35-36 37-39 40/レビ 1-2 3-5 6-7 8-9 

新約 マタイ 24:1-28 :29-51 25:1-30 :31-46 26:1-25 :26-46 :47-66 27:1-26 

チェック ○○○ ○○○ ○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ○○○ 



    
「ダビデは神様の前で、力の限り踊りました…。」サムエル記下６章１４節〔リビングバイブル〕 

 

「ダビデは万を撃ち殺した」と歌われ、百戦錬磨のダビデ。その戦い方もずば抜けて天才

的だったのでしょう。全イスラエルの王様となったばかりのダビデがペリシテ人たちと戦ったときに

も、神の軍も加勢して、天で進軍の音を聞いてから戦いに出なさい！と言われ、その通りに

したら大勝利したということが前のサムエル記下５章に書かれています。戦いに関してはダビ

デの右に出る者はいませんでした。 

ダビデは、聖都エルサレムとなる場所を、占領しなければならないカナン人の一部族であ

るエブス人から奪い取ったことで、その場所をダビデの町として、そこに神の臨在である契約の

箱を携え上りたいと願いました。しかし、その箱をバアレ・ユダ（キリヤテ・ヤリム）から携え上ろ

うとしますが、簡単にはいかず、苦心します。戦いには勝つダビデでしたが、神様ご自身とな

ると全力でやっても上手くいかないという出来事に直面します。 

仕事や勉強は上手くできたとしても、神様にお仕えするということは実はそう簡単なことで

はないのかもしれません。ダビデは賛美者でもありましたが、それでも難しかったようです。賛

美するだけにとどまらず、全力で主の御前で踊りました。ダンスを捧げました。オベデ・エドムの

家から運び出す時には、神の箱を担ぐケハテ族のレビ人たちが６歩進んでは、神に全焼のい

けにえを捧げ、また６歩進んでは、神にいけにえを捧げるという具合に、キリヤテ・ヤリムからエ

ルサレムまでは１０キロ近くありましたが、その半分は燔祭を捧げ続けました。６歩の距離を５

ｍとしても、１０キロの半分５キロとしても、１０００回くらい燔祭を捧げ続けたとも考えられま

す。考えられない数字です。オベデ・エドムの家がどこにあったかは地図上では良く分かりませ

んが、とにかく、できることは何でもやって、ウザが死んでしまった姿を目の前で見ていましたの

で、ダビデは必死でした。神様の臨在を見える形で表わしていたのがこの契約の箱でした。

その箱の中身を見てしまったベテシメシの住民たちも以前には死んでしまった事件が起ったこ

ともイスラエルの民たちは良く知っていました（サムエル記上６章）。 

私たちは全力で主に仕えると共に、全力で主を恐れなければなりません。契約の箱がペ

リシテ人に奪われたことがありました。その時にはペリシテの国全体に疫病が蔓延し、大変な

状況になり、強制的にイスラエルの領内にその神の箱を牛車に載せて無理矢理送り届けら

れたこともありました。ただ今もコロナが蔓延してますが、私たちは主に対する恐れを持ち、全

力でこのお方に仕えて行かなければならないと思います。何を恐れるべきか？コロナではなく、

主ご自身を恐れなければならないのです。 

「主の前で力の限り踊ったダビデ」 
～神様ご自身をまず第一とする～ 


